
統計の授業(座学 第1回）

 用語の確認と作業

– 全体の目標

– 数値としてデータ理解
 合計・平均・最大・最小

– 分布としてデータ理解– 分布としてデータ理解
 度数分布表

– テストデータで作業
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統計の授業(表計算ソフト入門 第1回）

 Excelを学ぶための準備

– 各部の名称

– 拡張子

– 簡単な計算式

– 簡単な関数– 簡単な関数
 Int()

 実験データの入力

– 最後のレポートの題材
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統計の授業(座学 第２回）

 Σを用いた式表現

– Σを用いた表現方法

– 合計の表現

– 平均の表現

Σの計算練習 Σの計算練習
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数学Bの数列の単元で、 Σは公式

を用いた計算が強調されるので、

ここでは「和」をまとめて表現してい

ることを強調する。



統計の授業(表計算ソフト入門 第２回）

 関数式の利用

– データファイル（ TestData.xls ）のオープン

– 範囲指定の方法

– 関数式を用いた計算の方法
 sum(), avarage(), max(), min() sum(), avarage(), max(), min()

– TestData.xlsを用いて計算を行う。
 Data1+Data2

 sum(), avarage(), max(), min()

– データファイルを保存する。
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統計の授業(座学 第３回）

 データの変換

–

 データの散らばり

– ヒストグラムによる調査

– 偏差と問題点

baxy ii 

– 偏差と問題点

– 分散・標準偏差

 （課題）
– の証明
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統計の授業(表計算ソフト入門 第３回）

 絶対番地と相対番地

– 絶対番地・総体番地の意味

– 指定の方法

– かけ算九九の表

 順位の計算 順位の計算
– TestData.xlsで

rank()を用いる。

 課題提出

– これまでの作業
の整理
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統計の授業(座学 第４回）

 データの標準化による統計値の変化

– 平均・分散・標準偏差の証明

散布図 散布図

– 作り方と意味

– 作業は課題
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統計の授業(表計算ソフト入門 第４回）

 統計値の計算

– 分散・標準偏差の計
算

– 度数分布表の作成

– グラフの作成

☆ Frequency()は使い方の難しい関数
・ 先に関数を埋め込む範囲を指定しない。
・ [Ctrl]+[Shift]+[Enter] を [Enter] だけ入れる
などのミスが多発するので注意して指導する必要がある。

– グラフの作成
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統計の授業(座学 第５回）

 散布図の作成と相関

– 点の分布による理解

– 正の相関・負の相関

– 相関がない

相関係数 相関係数

– 考え方

– 偏差積と共分散

– 相関係数

©上杉茂樹 宮城県泉館山高等学校



統計の授業(表計算ソフト入門 第５回）

 乱数

– 乱数とは

– 乱数の発生とデータの作成

– =rand()の問題

– 統計値

☆ きれいな分布を出す
ために大量の乱数を発
生させる。

– 統計値
 平均・分散・標準偏差

– 分布
 一様分布
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☆ 再計算の関係で、注
意しないとハングする。
関数式はデータ作成後
消去する事を徹底する。



統計の授業(第６回）

 相関係数の補足

– 「相関がない」時の判断

– x, y を乱数で生成したときの
相関係数を計算する。

 正規分布を作成する。 正規分布を作成する。

– １つのデータは乱数を３つ加
えて作る。

– データを100,000個発生する。

– 度数分布表を作る。

– ヒストグラムを作る。
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統計の授業(第６回②）

 データの標準化

– 平均 ０

– 標準偏差 １

– 標準正規分布

 （課題） （課題）
これまでの作業の整理
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統計の授業(第７回①）

 標準正規分布

– 定義

– 性質

– 性質

– 表とその意味– 表とその意味

– 表の活用

 偏差値

– 偏差値の意味

– 計算式

– 標準正規分布表を利用した計算方法と計算練習
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統計の授業(第７回②）

 相関係数の計算

– 相関係数の性質

– 相関係数の計算

– 散布図の作成

– 散布図と相関係数– 散布図と相関係数

 まとめ

– これまでの知識の整理

– データ解析の方法
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統計の授業(第８回：レポート作成）

 テーマ１
「平均値回帰の原則」は成り立つか

– 最初に学年の生徒全員の両親の身長・自分の身長を入
力したファイルを準備しておき、このデータを元に論述す
る。る。

 テーマ２
「泉館山高校生に最適な靴のサイズと生産量」

– 最初に学年の生徒全員の左右の足の大きさ、幅を計測
してデータファイルを作成しておき、これを各自が加工し
て結論を導き出す。
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授業を実施しての問題

 難解になりがち

– 数学的思考も重要

– Excelの操作も間違えや
すい。

 時間がかかる

 最後のレポートの処理

– 「分析方法」から考えるこ
との難しさ。

– レポートがまとめられない。

– 追跡しての指導が不可能 時間がかかる

– 速く進むと益々難解に

– 追跡しての指導が不可能

– 評価も難しい。
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